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とは？
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主な活動な取組み
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２．適正飲酒啓発活動について



ＷＨＯ

＜2010～2020年＞
アルコール世界戦略（GAS）

＜2013～2020年＞
NCDs（非感染性疾患）予防の為のアクションプラン

・アルコールの目標 ：有害な使用の10％削減
指標は各国事情に応じ次の３つの内から選択。

① 一時的大量飲酒の削減

② 一人当り消費量の削減

③ アルコール関連疾病死亡率・罹患率の低減

IARD （責任ある飲酒国際同盟） 正会員：世界の主要アルコールメーカー ・ 賛助会員：各国の酒類の組合

5つのコミットメントを発表：2013年～2017年

①未成年者飲酒の削減 ②業界自主基準の強化と展開 ③消費者への情報開示促進と責任ある製品開発

④飲酒運転の削減 ⑤有害飲酒削減に向けた小売業界への協力獲得

最終評価を報告（2018年）、2020年からの5ヶ年計画（新コミットメント）策定へ（2019年）

・国際的機関との協働で、酒類業界がSDGsやアルコール世界戦略の目標達成の為、重要な役割を担う

・有害な飲酒の低減のための業界の役割について検討

国連

＜2011～2025年＞
NCDs（非感染性疾患）に関する国連ハイレベル
会合を、定期的に実施。

＜2015～2030年＞
SDGs（持続可能な開発目標）への取り組み

・アルコールの目標

薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含む、
物質乱用の防止・治療の強化。

国際的な流れ

アルコール業界の対応

ビール酒造組合は2016年1月より賛助会員

6

２．適正飲酒に対する取組み



飲酒に伴うリスクに関する知識の普及を徹底することにより
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２．適正飲酒に対する取組み



■JR西日本様とのコラボ

■ほど酔い女子PROJECT ■「妊婦手帳」
「母子健康手帳」

２．適正飲酒に対する取組み 国内における取組みの一覧
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■東京都との共同啓発事業
■STOP! 20歳未満飲酒 プロジェクト

■20歳未満飲酒防止教育 学校コンクール

【20歳未満（未成年者）飲酒防止】 【女性の生活習慣病リスク啓発 & 妊産婦飲酒防止】

【業界を超えた取組み】

（スマートフォンアプリ）



２０歳未満飲酒防止教育“学校コンクール”

２．適正飲酒に対する取組み ２０歳未満飲酒防止の取組み
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東ちづる 審査委員長

2002年から、未成年者飲酒防止を目的とした「ポス
ター・スローガン・学校賞 募集キャンペーン」を実施。

2017年からは、「学校コンクール」と名称を改め、学校
としての20歳未満の者の飲酒防止に向けた取り組みを
全国から募集しています。

学校や地域において、20歳未満の者の飲酒が及ぼす
健康への弊害などにつき、より一層理解が進むことを狙
いとしています。

茨城県 利根町立
文小学校

広島市立
段原中学校

栃木県立
那須拓陽高等学校

＜2018年 最優秀賞の各校＞



「ＳＴＯＰ！２０歳未満飲酒」キャンペーン（年２回展開）
全国主要８地区（東京、大阪、名古屋、札幌、仙台、広島、四国、福岡）で展開
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交通広告 車内ドア横ステッカー

１．適正飲酒に対する取組み 20歳未満飲酒防止の取組み

店頭ＰＯＰ

新シンボルマーク



20歳未満の者の飲酒率の年次推移

飲酒率の推移は有意に低下

2002年より、行政や教育現場と連携して、積極的に啓発・広報活動を行ってきた「20歳未満 （
未成年者）飲酒防止」の取組みは、有意義な社会貢献として認識されており、飲酒率の低下にも
寄与できていると考えます。

※月に１～２回以上飲酒する者の割合 （厚生労働省HP）   

1996年 2000年 2004年 2008年 2010年 2012年 2014年

男子 25.4% 26.0% 16.7% 9.1% 10.5% 9.6% 7.2%

女子 17.2% 16.9% 14.7% 9.7% 11.7% 9.0% 5.2%

男子 51.5% 53.1% 38.4% 27.1% 21.7% 16.1% 13.7%

女子 35.9% 36.1% 32.0% 21.6% 19.9% 16.6% 10.9%

中学3年生

高校3年生

2002年より学校コンクール開始
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女性に対する
適正飲酒啓発活動について



女性の適正飲酒啓発 「ほど酔い女子PROJECT」

2017年11月、以下を目標として、本プロジェクトを
立ち上げ、活動を継続中。

▮生活習慣病リスクを高める量を飲酒する
女性の割合の低下

▮妊産婦飲酒をなくす

２．適正飲酒に対する取組み 女性の適正飲酒の取組み

2017～2018年
啓発情報への入口として、タレントいとうあさこ出演の
動画を配信、「女性の飲酒啓発情報」の発信・拡
散と、DNAアルコール検査キットのプレゼントキャンペ
ーンを中心に展開。

2019年以降
社員・職員の健康維持・増進を目指す企業や自治
体へプロジェクトへの参加を呼びかけ、その理念や
活動に賛同して「パートナー」となった団体へサポート
プログラムを提供、「女性の飲酒啓発情報」の発信
・拡散を行います。
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Ｂ２ポスター Ｅラーニング（全５問）＊以下は実際の画面の一部です



２．適正飲酒に対する取組み 女性の適正飲酒の取組み

プロジェクトパートナーへ提供する サポートプログラム

【Ａコース】

①適正飲酒啓発ポスター（B2）配布
②適正飲酒啓発Ｅラーニング 提供
③適正飲酒情報（社内メール用）提供

【Ｂコース】＊Ａコースに加え

①DNAチェッカーを特別価格で提供
②事前事後のアンケート実施
③適正飲酒セミナー 開催

（②③は希望制）
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２．適正飲酒に対する取組み 女性の適正飲酒の取組み

「ほど酔い女子PROJECT」をベースとした
東京都との初の共同啓発事業



女性の適正飲酒啓発 「ほど酔い女子PROJECT」（ビール酒造組合）

「公共化」をテーマに多くの団体と「仲間」になり、
その輪を拡げて世の中への影響力を高めていきます。

2018年迄 2019年以降 今 後（ﾃｰﾏ：公共化）

組
合

団体

自治
体
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